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1.0 はじめに 
 
通信業界団体の Telemanagement Forum（TM Forum）は、共通情報（SID：Shared Information/Data）
モデルを用いた通信業界における企業運営の共通言語を開発しました。オリジナルの SID モデル用の

UML（統一モデリング言語）定義に加え、XSD（XML スキーマ定義）表現を追加しました。この SID 
XSD は重要な進展をもたらし、統合ビジネスアプリケーション開発にあたり、再利用可能なデータモ

デル基盤を提供します。プログレスソフトウェア社では、Progress® DataXtend® SI （Semantic 
Integrator）を利用することで、共通データモデルとしての SID の価値を生かし、堅牢な統合環境の構

築を支援し、BSS/OSS（ビジネス／オペレーション サポート・システム）統合プロジェクトのスピー

ド、敏捷性、再利用性、およびデータの品質を高めます。 
 
SID を使用した OSS 統合の実装に利用されるツールは、SID と他システムとのやり取りを容易にし、

次の機能を提供する必要があります。 
 
> 複雑なデータマッピングおよびデータ変換 
> データの一貫性および検証 
> コンテンツベースのデータルーティング（コンテンツの内容によるルーティング） 
> 入力エラー管理 
> 変更の影響分析 
 
このホワイトペーパーでは、SID モデルを OSS/BSS 統合プロセスに使用するための上記の要件につい

て詳述し、DataXtend SI がそれら要件を満たす上で果たす役割について説明します。 
 
 

2.0 TM ForumのSIDを使用する理由 
 
SID モデルは、TM Forum の NGOSS（Next Generation Operations Systems and Software）イニシア

チブの主要コンポーネントである抽象化された共通モデルです。NGOSS が目指すのは、市販のテクノ

ロジーを使用したオープンな分散システムによる OSS/BSS の推進です。NGOSS は、大規模なシステ

ム統合プロジェクトにおいて、コンポーネントアプリケーションのインターフェース間の連携を図るた

めの、技術的に中立なアーキテクチャーのフレームワークを提供します。 
 
疎結合したシステムが必要とするデータ抽象化を、SID は業界標準モデルとして提供します。再利用と

いう観点では、異なるビジネスや業務においてデータを共有できるように、標準モデルも抽象的でなけ

ればなりません。SID は、システム統合に使用できる唯一の通信業界標準の抽象化された共通モデルと

考えられています。抽象化された共通モデルの利点を図 1 に示します。 
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図 1: 抽象化による情報共有 
 
同じ通信会社の中でも、個人向けの小売部門と企業向けの卸売部門とでは顧客の定義が異なります。小

売部門の顧客定義が単純であるのに対して、卸売部門の顧客の定義には、VAT（付加価値税）識別番号

など、小売客の定義にはみられない多くの属性が含まれる場合があります。SID が提供するパーティと

いう抽象化されたデータモデルを使用すると、個人顧客と企業顧客の両方を表現できるため、小売部門

と卸売部門が同じ情報および情報モデルを共有できます。 
 
約 1,000 のクラスからなる SID モデルは、Point、Curve、Surface という OpenGIS ジオメトリクラス

のような非常に全般的なコンセプトから、WAN（広域ネットワーク）プロトコルである PPP および

X.25 のような非常に限定的なコンセプトまで、多岐にわたります。SID は難しく思えるかもしれません

が、ナビゲーション、表示、および SID とのやり取りを簡単に行える実装ツールを利用すれば、時間を

かけずに SID によるシステム統合を進められるはずです。 
 

DataXtend SI のツールは、パッケージ、クラス、リレーションシップからクラスの属性およびルールに

至るまで、SID のあらゆる要素に対して動的なナビゲーションを提供し、GUI を使っての統合作業を実

施できます（図 2）。 
 

SID（抽象化された共通モデル） 
パーティ 

partyId 
validFor  : TimePeriod 

個人 
gender  
placeOfBirth  
nationality  
maritalStatus  
skills  
disabilities 
 aliveDuring  : TimePeriod 

企業 
isLegalEntity 
existsDuring : TimePeriod  
type 

小売客の定義 
卸売客の定義 
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図 2: SID との対話型 GUI 
 
 

3.0 トリプルプレイの実装例 
 
このホワイトペーパーでは、IP（Internet Protocol）の技術を通じて提供される、音声通話、映像配信、

データ通信の 3 種のサービスを 1 本の回線で顧客に提供するトリプルプレイの実装例をご紹介します。 
 
> 音声通話：  VoIP（Voice Over Internet Protocol）を使用 
> ビデオ放送：  IPTV（Internet Protocol Television）プロトコルを使用 
> データ通信：  高速インターネット（ブロードバンド）を使用 
 

このトリプルプレイの実装では、様々なベンダー製のアプリケーションインターフェース間を連携する

共通モデルとして SID を使用しています。合計 100 近いオペレーションを持つ十数種類のアプリケー

ションインターフェースを利用し、在庫、サービス保証、CRM（顧客関係管理）、製品の価格設定、注

文管理などの機能をスムーズに連携し活用しています。 
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図 3: トリプルプレイの実装処理 
 
実装は ESB（エンタープライズ・サービス・バス）アプリケーションサーバー上で実行されます。大半

の API（アプリケーション・プログラミング・インターフェース）は、様々なベンダーの Web サービ

スとなります。注文の処理中、Web サービス API は、トリプルプレイ注文の様々な側面を表現する

XML 文書形式のメッセージを渡します。SID 共通モデルは、全アプリケーションインターフェース間を

仲介する共通のデータモデルです。DataXtend SI はシステム全体で、また様々なベンダーAPI 間で、

XML 文書メッセージの検証、トランスフォーメーション、およびルーティングのためのデータおよび

オペレーションを提供します。 
 
このように多くの疎結合インターフェースを持つ複雑な OSS/BSS システムには、SID の抽象化による

迅速で柔軟なデータ統合が必要です。ここからは、このような統合を行うために実装ツールに求められ

る機能について詳述します。 
 

4.0 SIDと他のシステムとの間の複雑なデータマッピング 
 
SID は抽象化されたモデルであるため、極めて一般的な視点から体系化されています。しかしながら、

データサービスとデータソースは、一般的に古い狭義のシステムの API を表現しているため、多くの場

合、「フラット」なデータ構造を持っています。このような構造上の不一致ゆえに、比較的単純な外部

データ構造と、それに比べると抽象的な SID の詳細との間に、いくつかの複雑なマッピングが必要にな

る場合があります。 
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SID には、実装時にマッピングしなければならない必要な属性がすべてそろっているわけではありませ

ん。特定のデータサービスまたはデータソースに必要な属性が SID に存在しない場合は、カスタム属性

を作成できます。カスタム属性を作成し、計算式を関連付けることにより、その属性のデータ変換を実

行時に自動化することもできます。 
 
共通モデルを標準のまま維持することにより、共通モデルの新しいバージョンがリリースされても簡単

にアップグレードができるので、実装ツールは、共通モデル自体を変更せずにカスタマイズできること

が重要です。DataXtend SI ツールは、カスタマイズしたすべての情報を SID モデルとは別にメタデー

タとして保管するため、SID 自体に変更が加えられることはありません。 
 
SID の次の要素は、SID 自体を直接変更せずにカスタマイズできます。 
 
> サブクラス 
> 単一属性 
> 計算属性 
> ルール 
 
たとえば、SID では提供されていない形式での「顧客名」が必要であるとします。次の図は、

DataXtend SI で SID の Customer クラスのプロパティを表示した画面です。 
 

 
 

図 4: SID の Customer クラスのプロパティ 
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この画面を見てみると、Customer クラスには顧客名のプロパティがありません。そこで、

customerName という計算属性（属性名は任意）を追加し、顧客名を実行時に割り当てるようにします。

計算属性の値には、たとえば SID の別のクラスから他の属性の値を割り当てることができます。 
 
顧客名は、組織名の場合もあれば個人名の場合もあります。DataXtend の Expression Builder のような

ツールを使用すると、属性の値を実行時に導出する計算式を作成できます。この計算式は、次のように

記述することができます。 
 
if 「サービスを注文する顧客が企業としてのパーティ・ロールを持っている」 
then（その場合は） 
 「customerName は、SID の OrganizationName クラスの単一属性である tradingName と判定されま

す。」 
else （サービスを注文する顧客が企業としてのパーティ・ロールを持っていない場合） 
  「customerName は、SID の IndividualName クラスの属性である fullName と判定されます（この場合

fullName は、個人名の部分を表現した単一属性を連結して導出される計算属性です）。」 
 
次のスキーマ図は、計算属性 customerName の値が取得される箇所を示しています。 
 

 
 

図 5: 計算属性の値の取得例 
 
実装ツールでは、複雑な SID 共通モデルと他のアプリケーションインターフェースのデータモデルに対

して、簡単なナビゲーションを提供する必要があります。GUI で容易にマッピングを作成、変更できな

ければなりません。次の図は、DataXtend SI で customerName 計算属性を、SID の Customer クラスか

らデータソースの SubscriberInfo クラスの Name 属性にマッピングする場合の例です。 
 
 

企業としての 
パーティ・ロールを

持つ場合 

OrganizationName の
tradingName を使用 

企業としてのパーティ・ロール

を持たない場合
IndividualName の fullName
を使用 
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図 6: SID からデータソースへのマッピング 
 
図 6 内のグレーの矢印は、実装に必要となるすべての単純、または複雑なデータのリンクを実装ツール

で作成する様子を示しています。 
 

5.0 ビジネスルールに基づくモデルベースのデータ一貫性 
 
便利な実装ツールは、アプリケーション間でやり取りするデータの一貫性を保つためにビジネス検証ル

ールをデータに適用するメカニズムを備えている必要があります。たとえば、トリプルプレイ実装のビ

ジネス検証ルールは次のようなものであると想定できます。 
 
VoIP（voice over IP）の加入者はデータ通信サービスにも加入する必要がある 
 
この種のビジネスロジックは次の特性を持っています。 
 

 
1. XML だけでは設定できないルールがあります。XML は、メッセージフォーマット（フィールド長、

数字か英数字かなど）の整合性を検証することについては威力を発揮しますが、この VoIP の例にあ

るようなフィールド間の依存関係や条件の定義を検証することはできません。 
 
2. ビジネス上は明白なことであっても、複数の統合プロジェクト間では定義や実装に一貫性がないこ

とが多く、データの品質やルールの運用に重大な問題が生じるおそれがあります。このようなルー

ルは一般的に、アーキテクチャー全体（アダプタ内またはバス上）にプロシージャコードで記述さ

れています。 
 

3. 非常に複雑なルールを処理できる半面、処理速度向上やトレーニングにコストがかかるビジネスル

ール・エンジンを使用するほど複雑ではありません。 
 
このようなルールを「ビジネスルール」に対して、検証ルールまたはセマンティックルールと呼んでい

ます。（一般的に、ビジネスルール・エンジンで管理すべきルールは、税金や価格の算出といった計算

の実行時に適用されるビジネスルールです。） 

SSIIDD 共共通通モモデデルル  デデーータタソソーースス  



 

Copyright ©2009. Progress Software Corporation. All rights reserved. 9 

 
実装ツールは、どのようなルールでもコーディングの必要なく、簡単に定義できなければなりません。

次の図を参照してください。 
 

 
 

図 7: ビジネス検証ルールの定義 
 
この例では、DataXtend SI の Expression Builder を使用して、ServiceOrder クラスの次のルールを作成

しています。 
 
VIOP must also subscribe to DATA（VoIP の加入者はデータ通信サービスにも加入する必要がある） 
 
このルールは、ブーリアン属性である isVIOP および isDATA がどちらも真（true）であるかどうかをチ

ェックし、どちらも真であれば True と評価します。 
 

6.0 モデルベースのセマンティック・データルーティング 
 
優れた実装ツールは、どのようなデータ項目でもカスタム・コーディングなしに SID データ項目へマッ

ピングできることが重要です。また、計算属性を前章のように使用することで、自動データ変換を実現

できます。 
 
しかし実装ツールは、データを実行時に分析できるルールを定義することによってセマンティック・ル

ーティングを行い、正しいメッセージインターフェースを自動的に割り出し、構築することによって、

ESB がそれを物理的システムにルーティングできるようにする必要があります。セマンティック・ルー
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ティングは、（メッセージの作成後に発生し、ESB がそのメッセージを実際のシステムのエンドポイン

トにルーティングする）メッセージバス・ルーティングと比較して、異なりますが必要です。 
 
DataXtend SI の Expression Builder は、データ変換とデータルーティングをメッセージの内容に基づい

て管理し、カスタマイズプログラムのコーディングなしで SID に定義されている前提条件に従いマッピ

ングできます。DataXtend SI を使用すると、データ変換およびルーティングの条件ロジックがコードと

してではなく、モデルとして定義され、メタデータとして取得されます。そのため、再利用が可能で、

どのような変更も迅速に実装できます。この機能がなければ、複雑な if-then-else コーディングを記述

しなければならず、カスタムコードとして ESB で再利用することも、BPM（ビジネスプロセスマネジ

メント）アプリケーションで再利用することもできません。そして、たとえ SID に密接に関連したメタ

データであったとしても、そのロジックは SID の他のメタデータとともに取得されることはありません。 
 
たとえば、トリプルプレイのオーダーが 3 つのサービスすべてに対するものであったとしても、実装で

は、オーダーがサービスに応じて異なるデータソースにルーティングされる必要が発生する場合があり

ます。次の図に示すように、バックエンドでは、VoIP へのオーダー、ブロードバンド（データ通信）

へのオーダー、IPTV へのオーダーがそれぞれ別のデータソースに行く場合が想定されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8: モデルベースのセマンティック・データルーティング 
 

 
このルーティングはモデルのセマンティックに基づいていますが、この例では、あらかじめ SID で定義

されている「サービス」のタイプに従いルーティングされています。

SubscriptionOrder は

オーダーの種類に応じ

てルーティングされる 

SubscriptionOrder 

SubscriptionOrder 

SubscriptionOrder 

SID共通モデル 
VOIP データソース 

ブロードバンドデータソース 

IPTVデータソース 
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7.0 モデルベースのエラー管理による誤入力処理 
 
実装ツールは、不正確なデータがシステムに送信されないように、データ検証機能を持っている必要が

あります。誤ったデータが送信されると、データソースやデータベースが破損しかねません。スキーマ

は既にあるレベルでデータ入力エラーの検証機能を持っており、たとえば数値データであるべきところ

に誤って文字列データが入力されることを防止してくれます。 
 
大半の企業は、エラー処理に要する手間を減らそうとして、独自のエラー処理システムを開発していま

す。しかし多くの場合、それらは個々のプロジェクトレベルのエラー処理システムであって、企業全体

で共通に使用することはできません。また、企業規模のエラー処理システムの開発に膨大な工数をかけ

ても、メタデータとして取得できず、プロジェクト間で簡単に再利用はできません。 
 
より高度なモデルベースのエラー管理であれば、エラー内容のメッセージを返し、誤入力を防止し、お

そらく何らかの入力エラーの訂正も可能となります。モデルベースのエラー管理は、最初のエラーでは

終了せず、エラーに関係なくメッセージ全体を検証する必要があります。XSLT だけではこのような高

度な検証を提供できないため、エラー処理のカスタムコードで XSLT を「上書き」することで、より完

成度の高い分析を提供する必要があります。 
 
また、モデルベースのエラー管理でエラーが発生した場合、BPM アプリケーションまたはその他の応

答受信側が正確に対応できるよう、宣言的で詳細に富んだ応答が返される必要があります。しかし、

XSLT などの現在のテクノロジーは、詳細情報をほとんど示さない、あいまいなエラー・コードのみを

返すため、アナリストがかなりの手間をかけてエラー・コードを解釈し、エラーの原因を特定していま

す。 
 
モデルベースのエラー管理手法を用いると、次の図の DataXtend SI にあるような分析画面でルールに

対するエラーメッセージを記述できます。 
 
 

 
 

図 9: モデルベースのエラー管理
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このルール（7 ページに記述）では、加入者が VoIP サービスに加入する場合、データ通信（ブロード

バンド）サービスとあわせての加入が必要でした。エラーメッセージは必要に応じて詳しく記述するこ

とができ、実行時に解釈される変数を含めることが可能なため、エラー発生時のエラー内容の理解が大

幅に改善されます。DataXtend SI では、このルールが実行時に False と判定した場合、このメッセージ

は RulesResults リスト（次の図を参照）に追加され、API のオペレーションによって解釈されます。 
 

 
 

図 10: RulesResults に追加されたエラーメッセージ 
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8.0 影響分析による変更管理 
 
システムの大型化および複雑化に伴い、影響分析は、ソフトウェアの変更による影響を予測、管理する

ためのテクニックおよびツールを提供するようになっています。実装のどの部分が互いにどのような影

響を及ぼし合うのかを知る必要があるため、実装ツールは、カスタム機能を含めて、任意の SID とベン

ダーのエンティティに関する影響分析を提供できなければなりません。 
 
実装ツールは、特定のエンティティが他のスキーマのどこで使用されるかなどを示すだけでなく、その

エンティティを使用するオペレーションについての明確な理解を提供し、どのように使用されるのかに

ついても説明する必要があります。これには、すべてのオペレーションのシステム内の位置に関係なく、

ある変更を行ったときに、他のどのオペレーションが再テストを必要とすることになりそうかを特定す

ることも含まれます。 
 
たとえば次の DataXtend SI レポートを見ると、customerName 計算属性に変更を加えた場合に、変更

やテストが必要となる箇所が分かります。 
 

 
 

 
図 11: customerName の変更による影響のサマリー 

 
この表を見ると、customerName に加える変更が、1 つのクラス、3 つの他の計算属性、1 つのドメイ

ンスキーマなどに影響を及ぼすことが分かります。実際にどのクラス、計算属性、およびその他のエン

ティティが影響を受けるのかについては、次の図に示すような詳細レポートで確認できます。 
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図 12: 影響分析の詳細 
 
これは、影響を受けるエンティティのリストの一部です。各エンティティへの影響を詳しく説明してい

ます。たとえば、SID 共通モデルの Customer クラスは属性 customerName を所有しているため、直接

の影響を受けます（1 ステップ）。また、計算属性 CustomerAffected は自身の customerName を持つ

Customer クラスを使用しているため、customerName から 2 ステップ離れています。変更の影響は、

すべてのアプリケーション API で任意のレベルまで管理できます。 
 
有益な影響分析ツールおよびレポートは、変更に必要な時間および労力を見積もるだけでなく、そのシ

ステムの変更または修正に対して別のアプローチ取るべく判断材料も提供します。 
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9.0 結論 
 
TM Forum の SID モデルは、データのマッピングおよびデータ変換のための共通のセマンティック（意

味論）モデルを提供することにより、通信プロバイダによる OSS/BSS 統合の簡易化を支援します。た

だし、モデルベースの実装を行うには、実装ツールが次の機能およびメリットを持っていなければなり

ません。 
 
> SID との間の複雑なデータマッピングおよびデータ変換 

共通モデルと他のメッセージフォーマットとの間で属性を GUI でマッピングします。必要に応じて、

データ変換のためのカスタムコードの追加および計算属性を定義できます。 
 

> XML では表現できない、データの一貫性および検証 
カスタムコードを使用せずに GUI で正当性を確保するためのルールを定義できます。 

 
> コンテンツベースのデータルーティング（セマンティック・ルーティング） 

実装でデータを実行時に検証するルールを定義し、適切なアプリケーションインターフェースに対

して適切なメッセージを作成します。 
 

> 入力エラー管理 
エラーと詳細なエラーメッセージをモデリングします。企業はこれを使用して適切な回復経路をモ

デリング、定義でき、ユーザーの満足度および信頼性を高めることができます。 
 

> 変更の影響分析 
変更による影響分析を提供し、統合のライフサイクル全体で変更コストを削減します。 
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